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はじめにはじめにはじめにはじめに    

良好な河川環境の保全・復元を行うためには、河川改修や砂防事業など人為的インパクトに対する河川生態系への影響を定量

的に把握し、どのような保全復元措置が効果的かを調査検討することが重要な課題である。石狩川流域において生息地が限定され

希少なハナカジカを対象に調査を1998～99年に石狩川水系豊平川の支川である真駒内川において実施した結果、下流側の河川

改修の実施後約 30年経過している改修区間、無施設な自然区間と比較して、砂防流路工の実施後約15年経過している流路工区

間においてハナカジカの生息密度が低かった。ハナカジカの生息のための環境条件が劣ると判断された流路工区間において、河

川生態系への影響を定量的に把握するため、2000年に環境条件を人為的に変化させる現地実験を行った。 

１１１１    魚類調査魚類調査魚類調査魚類調査    

1998,99年の調査では、自然区間、改修区間、流路工区間において隣接する瀬淵を1対として５対づつ人間の視覚により選び、

水理条件や魚類の生息調査を実施した。図-1 は瀬、淵の各調査地点(1 調査地点＝川幅 4～21m×縦断方向 7～44m)の平均水深、

平均流速を示した図である。フルード数(Fr)と瀬淵との関係をみると、今回の調査においては、Fr<0.18が淵、Fr>0.18が瀬という分

布傾向が見られ、視覚的情報による区分は、フルード数による区分とほぼ一致していた 2)。 

図-2は自然区間、改修区間と流路工区間の平均水深、平均流速とハナカジカの平均生息密度を円の大きさで示した図である。

ここで流路工区間の流速、水深およびハナカジカ生息密度が自然区間、改修区間と比較して小さいことがわかる。また一般に底生

魚の生息空間として河床材料の隙間が重要であると言われているが、本調査結果においても浮石の割合とハナカジカの生息密度

との相関係数は 0.61(98年 9月)と高かった。図-3は各調査地点毎に水理量や生息密度を主成分分析した因子負荷量配置図であ

る。同図より浮石の割合と Frとの距離が近いことがわかる。また Frが真駒内川において瀬淵を分類する指標として有効であること

から、次章で Frと浮石率を主な指標として試験水路の環境変化の考察を行う。 

２２２２    試験水路の設置と調試験水路の設置と調試験水路の設置と調試験水路の設置と調査結果の考察査結果の考察査結果の考察査結果の考察    

流路工区間(延長 2.6km,流路工幅 20m)の中間付近に試験水路として実験区(L=40m) と対照区(L=40m)を設け、実験区の平常時

の流れる幅を狭くし、人工的な瀬の形成と浮石を増加させることにより、ハナカジカの生息分布がどのように変化するかを試験的に

調査した。この際、実験区と対照区の生息数の違いを見るため、施工前の調査で採捕した生息数の約 2倍の140尾づつ実験区、

対照区に放流した。図-4は試験水路設置前後の浮き石の分布と調査区画毎の個体数と密度を示した図である。特に下流側右岸の

浮石箇所において生息密度が高くなったことがわかる。また設置後３ヶ月後から厳冬期までの変化は、場所に関わらずハナカジカ

の生息密度が著しく減少した。施工時期は 2000 年 7 月であり、施工前後の調査は 2000 年 7 月および 10 月に実施した(写真-1,2)。

また厳冬期の調査は 2001年 2月に実施した。写真-3はその時の写真であり、非結氷期の水面の半分程度が結氷していた。 

図-5は環境変化の定量的把握を行うため、試験水路設置前後の浮石の割合、ハナカジカの生息密度および Frの縦断分布を示

したものである。実験区において平常時の流水幅を狭めたことにより、Frが高く、浮石の割合の高い浮石箇所が創出され、ハナカジ

カの生息密度が高まったことがわかる。また Frが高い場所で浮石の割合が高かったことから、Frと浮石の割合の関係を分析するこ

とにより、真駒内川では Fr=0.3程度の早瀬を造成することが浮石の創出に効果的であると考えられる。仮に浮石の調査が欠けてい 
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図-１ 調査地点の水理条件 
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図-2 流路工区間における生息環境の特徴    
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図-3 主成分分析による環境要因の分析
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図-4 試験水路(流路工区間内)における施工前後の生息環境平面図 
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図-5 試験水路設置前後の浮石の割合、生息密度、フルーﾄﾞ数の縦断分布 

る場合でも Frによって浮石の割合が評価でき

る可能性が示された。 

おわりにおわりにおわりにおわりに    

実験により生息密度は大きくなったが、総個

体数が変化していない点および結氷期におい

て生息密度が低下した点について、追跡調査

が必要である。 
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写真-1 試験水路施工前の状況 

 

写真-2 施工後の状況 

 

写真-3 厳冬期調査時における試験水路の状況 
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